
岩手の子どもたちの真の学力向上を目指して
岩手県教育研究所連盟 会長 藤原 忠雄

（岩手県立総合教育センター所長）

当連盟は昭和33年に発足して以来、今年度で5

3年目を迎えることになりました。県内各地の教

育研究機関が相互に連携し、教育に関する調査

・研究を充実させ、今年度も各地域に応じた教

育の実現や普及のための研究・研修に努めてま

いりたいと存じます。

昨年度は、５月の定期総会及び研究協議会、

９月の所員研修会、そして２月の岩手県教育研

究発表会と、皆さまより多大なるご協力をいた

だき開催することができました。

中でも、初めて花巻温泉を主会場に開催しま

した研究発表会には、７研究所から11主題の発

表をいただきました。おかげをもちまして充実

した発表会にすることができました。この場を

お借りして、心から厚く感謝申し上げます。

その県教育研究発表会の「全体会」におきま

して、本県教育の最重要課題である「学力向上」

をテーマにした特設分科会「岩手が取り組む学

力向上」の趣旨説明を行いました。千々布国立

教育政策研究所総括研究官、佐々木教育次長兼

学校教育室長、そして私から、本県児童生徒の

学習の定着状況、家庭学習状況、教員研修の在

り方等についてお話しし、岩手の子どもたちの

学力に関する実態をふまえて、課題解決に向け

た取組に必要な情報を共有する場にできたこと

は、大きな成果でありました。

さて、昨年12月、県は概ね10年を展望しなが

ら希望あふれる岩手を実現するため、「いわて

県民計画」を策定しました。また「岩手の教育

振興」「これからの岩手の義務教育」「今後の高

等学校教育の基本的方向」「いわてキャリア教

育指針」「いわて特別支援教育推進プラン」な

ども示し、教育実践の充実を図っております。

このような教育を取り巻く状況に、学校、先

生方が対応し、生き生きと教育活動を展開して

いくために、当連盟が果たすべき役割はいっそ

う重要となることは申すまでもありません。当

センターでも、昨年度から掲げております「現

場に役立つセンターづくり」を一層推進できる

よう、その態勢を整えてまいる所存です。

今年11月に盛岡で開催します、全教連教育課

題研究協議会岩手大会につきましては、県教連

所員研修会を兼ねまして共催することになりま

した。各研究所の所員の皆さま方には、共に多

くの全国から集まる方々をお迎えし、会を盛り

上げていただきたいと存じます。何卒御協力賜

りますようお願いいたします。

終わりになりましたが、県教連各加盟機関の

さらなる発展を祈念いたしまして、挨拶といた

します。

■平成２２年度定期総会の報告■
平成２２年５月１４日（金）、県立総合

教育センターにて、平成２２年度岩手県教

育研究所連盟定期総会及び研究協議会が開

催されました。

定期総会では、昨年度事業の報告並びに

今年度事業予定等が承認されました。研究

協議会は、全体会Ⅰ・Ⅱで総合教育センタ

ーから情報提供を行い、それをはさみ分科

会を行いました。

定期総会で決定された役員は右のとおり

です。また、各分科会及び全体会の協議等

の様子は２面に掲載しました。

□平成２２年度岩手県教育研究所連盟役員□
会 長 藤原 忠雄 総合教育センター所長

理 事 佐藤 功 盛岡市教育研究所長

今野 充雅 花巻市教育研究所長

小菅 正晴 一関市教育研究所長

皆川 耕助 総合教育センター研修部長

監 事 川村 秀彦 紫波町教育研究所長

上杉 則篤 矢巾町教育研究所長

事務局 総合教育センター企画調査担当

鈴木 利典 主任研修指導主事

菅原 桂吾 主任研修指導主事

佐々木 真 研修指導主事

堀切 茂行 研修指導主事
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■ 全体会Ⅰ ■ テーマ『平成21年度岩手県教育研究発表会「全体会」（岩手が取り組む学力向上）

及び各市町村教育委員会訪問報告』

総合教育センター藤原忠雄所長が、２月に行われた岩手県教育研究発表会

の「全体会」で提案した内容を紹介しました。発表会が県政課題に向けたテー

マを掲げて実施していること、また、岩手県の小・中学校の学力の実態と家庭

学習への取組の現状について、アンケート結果等の具体的な例を基に紹介され

ました。

■ 第１分科会 ■ テーマ『学力分析・家庭学習に関する分科会』

第１分科会では、９教育研究所から、昨年度取り組んだ事業の成果と

課題及び今年度の主な計画について紹介されました。その後、学力に関

わる諸検査について協議が行われました。その中で、国語・数学・英語

の実態は把握されているものの、社会や理科の実態を把握することにつ

いては、今後の課題であることが浮かび上がりました。次に、家庭学習

の実施状況について情報交換が行われました。いわゆる「一人勉強」を

なくし、宿題として一定の課題に取り組ませている例、家庭学習に関わ

るパンフレットを作成し、家庭学習とテレビ等の娯楽の時間について自

分で計画を立てさせる例など、様々な取組の紹介がありました。いずれにしても、児童生徒が意欲を持って

学習に取り組めるように、教師（学校）が適切な働きかけを行うことが重要であるとの認識を共有しました。

■第２分科会 ■
テーマ『不適応支援・学校連携に関する分科会』

７教育研究所が参加した第２分科会は、昨年度取り組んだ事業の紹

介と今年度の活動計画について紹介され、情報交換を行いました。そ

の後、各市町村の学校不適応に対応する取組について、発表し合いま

した。その中で、小中連携を緊密に行うことで、不登校生徒が減少し

つつある例や、不登校対策実行委員会を組織し、不登校に関わる個票

を基に保健福祉課等他の機関とも連携して取り組んでいる例などの紹

介がありました。各学校の地道な取組が学校不適応を減少させる近道であることを再認識しました。

■ 全体会Ⅱ ■

テーマ『全国研究所連盟教育課題研究協議会岩手大会について』

全体会Ⅱでは、総合教育センター企画調査担当の鈴木利典主任研修指導主

事が、今年度本県で行われる全国研究所連盟教育課題研究協議会の概要につ

いて説明しました。そして、各教育研究所からの多数の参加をお願いし、各

所員の研修に資することを確認しました。

◆ 閉会行事では、藤原会長から、11月の所員研修会、２月の県教育研究発表会への参加についてのお願い

があり、岩手の児童生徒のために学校教育を支援していくという基本姿勢が確認されました。

■ 平成２２年度研究協議会 ■
今年度の研究協議会も、事務局として加盟機関の活動に役立つ情報を提供するという観点から、二

つの分科会を間にはさんで、全体会Ⅰ・Ⅱで総合教育センターからの情報提供を行うという日程で実

施しました。それぞれの様子の一部を紹介します。



３Gで学力向上３Gで学力向上（（ Gチャレンジ・Ｇアップシート・ＧベースGチャレンジ・Ｇアップシート・Ｇベース ））

「Gチャレンジテスト2010」は岩手県内の中学３年生英語・数学の学力向上

のためのコンピュータ教材です。自動採点機能により瞬時に得点と度数分布を表

示しますので生徒に自分の力を確認させることができます。

Gチャレンジ２０１０の内容Gチャレンジ２０１０の内容
中学校3年生の学習進度に合わせた復習問題をGアップシートを中心に出題します。活用を意識し

た問題も出題します。回答の制限時間は４０分で、時間になると自動で採点し得点を表示します。

Gチャレンジ２０１０の実施方法Gチャレンジ２０１０の実施方法
平成２２年度年４回（７月、９月、11月、１月）の指定期間内に

実施します。参加は任意ですが、学校単位での参加は、ネットを使っ

て学習（コンピュータで学習）しますので、各学校のコンピュータ室

からご利用ください。指定期間後は個人で家庭からも参加もできるよ

うにします。

Gチャレンジ２０１０のメリットGチャレンジ２０１０のメリット
時間になると自動で採点し、すぐに得点の集計結果を表示します。

生徒には → 得点、復習すべきＧアップシートの番号、度数分布

を表示し、自分の力を確認させることができます。

先生には → 生徒の得点表、正誤一覧表、各問の正答率を表示し

指導が不十分な所を確認できます。

学習指導要領及び国立教育政策研究所作成の評価規準を基に、本県の生徒の実態を踏まえて、中学

校の３教科（国語、数学、英語）において身に付けさせたい『中核となる力』を「いわてスタンダー

ド」として平成18年度に作成しました。この「いわてスタンダード」を基に作成した評価問題が「Ｇ

アップシート」です。

このＧアップシートをコンピュータで学習できるようにした教材が「Gベース」です。「採点記録」

をクリックすると、○の数から得点を計算して表示します。同時に、得点、学習日時、学習した回数

を学習者ごとにコンピュータに記録します。この記録から学習の取り組み状況を把握することもでき

ます。これを発展させたのがＧチャレンジ2010です。

「「 Ｇアップシート・Gベース学習サイトＧアップシート・Gベース学習サイト 」」 をご利用くださいをご利用ください
岩手県内の中学校・高等学校・教育関係機関に「ログインID」「パ

スワード」を発行し、学校や家庭から「Ｇアップシート」「Ｇベース」

で学習できるようにしております。どうぞご利用ください。

http://www1.iwate-school.jp/common/

問い合わせ先
岩手県立総合教育センター 電話（Fax） 0198-27-2254

E-mai g-support@center. iwate-ed.jp

Ｇアップシート498枚
Ｇベース400教材
があります

「 解 答 」 を ク リ ッ ク
す る と 正 答 の 場 合 に
は○を表示します

学校ごとのIDでログイン
して学習できます

Ｇ ベ ー ス の 学 習 履 歴
を 一 覧 表 で 表 示 す る
ことができます

Ｇチャレンジ ２０１０

Ｇアップシート・Ｇベース



平成２２年度岩手県教育研究所連盟所員研修会は、平成２２年度全国教育研究所連盟教育課題

研究協議会岩手大会との共催となります。全国から集まる方々と交流を深め、情報交換できる絶

好の機会です。参加費も連盟予算事業費から支出しますので、各教育研究所からたくさんの先生

方の参加をお待ちしています。

１ 期 日 平成２２年１１月４日（木）（岩手大会は翌日５日まで）

２ 会 場 サンセール盛岡

３ 対 象 加盟市町村教育研究所の所員及び研究協力員、相談員等教育関係者

４ 目 的 教師の資質向上について学び合うことをとおして研究所事業の充実に資する。

５ 日程・内容

◎ １１月４日（木）

12:30 13:30 14:00 15:00 15:15 17:15 18:00 20:00

開会
受付 基 調 講 演 休憩 シンポジウム 休憩 情報交換会

行事

【基調講演】 講 師 国立情報学研究所

社会共有知研究センター長 新 井 紀 子 先生

演 題 「次世代情報共有基盤システムとは何か －NetCommonsと教員研修－」

（仮）

【シンポジウム】

コーディネーター 国立教育政策研究所 千々布 敏弥 総括研究官

シンポジスト 文部科学省担当官、教育センター関係者、大学関係者（仮）

テーマ 「都道府県の教育を支える教育センターはどうあるべきか」（仮）

※１１月５日（金） 第２日＜分科会＞

７ 参加申込 ８月送付予定の第２次案内により、県教育研究所連盟事務局（総合教育センター内）

あてに申し込んで下さい。

教員の指導力向上を目指して！

平成２２年度「所員研修会」開催平成２２年度「所員研修会」開催

◆岩手県教育研究所連盟事務局◆

岩手県立総合教育センター 企画調査担当内

住所 〒025-0395 花巻市北湯口2-82-1

Tel 0198-27-2833（直通） Fax 0198-27-3562 E-mail : tyousa-ｒ@ceter.iwate-ed.jp
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